
旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会第２回 
会 議 録（公表用） 

 

日 時 令和 7 年 7 月 18 日（金）9 時 30 分〜12 時 30 分 

場 所 せんとぴゅあⅠ コミュニティホール 

出席者 
懇談会委員 29 名（本日出席 24 名。／町役場 菊地町長以下 18 名／ア

ドバイザー１名 ／設計協力会社①３名 

配付資料 
懇談会次第、【資料 1】第 2 回グループワーク資料、【資料 2】第 1
回グループワークまとめ、【資料 3】第 1 回グループワーク運営資

料、【資料 4】第 2 回グループワークの進め方 
 
１．開会・あいさつ 
○ 町長：前回以降、タウンミーティングを出張分を含め全 8 回開催し、旧駅跡を中心に多

くの意見・課題をいただいた。内容は次回に整理してお伝えする。本日もグループワ

ークを中心に、積極的な意見をお願いしたい。 

２．グループワーク① 各分野の課題整理（発表要旨） 
○ 5 班（教育・PTA）：子どもの孤立しやすい環境や、支援体制が一部のボランティアに

依存している点、地理的な交通アクセスが課題である。子どもが安心して過ごせる環

境と、多くの町民が関われる新しい体制づくりが必要である。 

○ 4 班（木工会・森林組合）：人材不足・高齢化・技術継承・収益構造の悪化などの課題

を、認知度と付加価値の 2 点に集約した。PR の強化、木材の重要性の発信、家具を暮

らしで使うことによる価値向上が必要であり、織田コレクションの PR も不足している。 

○ 3 班（観光・福祉・建設・交通）：共通の課題は人手不足である。交通・駐車場の課題

に加え、大雪山・朝日岳の魅力発信、インバウンド対応の言語人材の確保が必要であ

る。留学生が多く働いており、他町に比べ状況は良い。 

○ 2 班（農協・商工会）：農業・商工・観光の本質的な連携が不可欠である。農協が原料

を提供し、商工会が商品化し、観光が発信するという役割分担が必要である。本プロ

ジェクトは好機であり、東川産の家具に触れ消費してもらう仕組みが課題解決につな

がる。 

○ 1 班（自治振興会）：5 つの自治振興会に共通する課題として、公共交通と役員の担い手

不足の 2 点に絞った。誰もが行きたい時に移動できる状態、コミュニティの醸成を通

じた担い手確保が理想である。 

３．総括・グループワーク② 
○ アドバイザー：各分野の課題を枠を超えて共有し、既存組織にとらわれない新しい体制

を構築することが求められている。デザインは意匠だけでなく、社会システムをつく

ることでもある。 



グループワーク②では、抽出した課題を旧東川駅跡再開発プロジェクトの中でどう解決す

るか、町の資源をどう活用するかを議論し、内容はシートに取りまとめた（発表なし）。

次回（第 3 回）は令和 7 年 8 月 20 日開催予定。 

以上 


